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低温科学研究所では1992年より、前年度における研究所各部門の新党内啓と活動状  

況、および各教官の研究業績や研究活動を年報として刊行し、全学点検資料の一部と  

してきました。一方、本研究所は1995年4月より北海道大学ではほじめての全国共同  

利用型の大学附置研究所に転換しました。それにともない、従来の12研究部門（小部  

門）・1附属研究施設から4大部門・1附属研究施設に拡大・再編きれました。研究面  

ではこれまでの基礎研究・地域研究の他に、地球規模の視野にたった環境科学的研究  

を推進することになりました。また、全国共同利用型の研究所への転換に伴い、運営  

組織も大幅に改められ、外部重点を含む共同利用委員会、運営協議会が新たに設けら  

れました。前者は共同研究、後者は研究所運営の基本方針や教官人事に閲し教授会の  

藩閥に応ずる組織であります。これまで蓄積した研究成果を基に、新体制、外部の意  

見を取り入れた運営組織の下で本研究所は新たな研究を展開し、更に活力あふれた研  

究成果をあげることが期待されています。   

この年報には新体制下の研究・運営組織と1995年1月から12月までの客数官の研究  

活動、研究業紡が収録されています。本冊子から低温科学研究所の現状を理解してい  

ただき、きらに研究所の活性化のため皆様方のご意見、ご批判が寄せられることを願  

う次第です。また∴各所月は本棟究所の現状を認識し、今後の進むペき路を考えて一  

層曹起される事を期待します。   

終わりに本年報の刊行に尽力きれた広報泰男会費長の方々に感謝いたします。  

北海道大学低温科学研究所長 秋許容 英 次  
t【 
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昭和16年11月  低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設  

凍上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物凍害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，342平方米）新築落成  
融雪科学部門増設  

凍上観測室新築落成（苫小牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降雪物理学部門廃止、雪氷気候物理学部門増設  

全国共同利用の研究所に改組  

寒冷海洋圏科学部門、寒冷陸域科学部門、低温基礎科学部門、寒冷圏総  

合科学部門の4大部門を設置   

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年10月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  

平成7年4月  

／／  



氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  拝   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  梓   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   ／／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15－34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15－37．3．31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1－40．3．31   

9．吉 田 順 五   ／／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1～44．3．10   

11．黒 岩 大 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   ／／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   ／／50．4．21～53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21－55．4．1   

16．木 下 誠 一   ／／55．4．2～58．4．1   

17．木 下 誠 一   ／／58．4．2～61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2－平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   ／／3．4．16～6．4．15   

22．藤 野 和 夫   ／／6．4．16～7．3．31   

23．秋田谷 英 次   ／／7．4．1～   

授与年月 日  氏  名  

朝比奈 英 三   

酒 井  昭   

石 田  完   

小 島 賢 治   

木 下 誠 一   

鈴 木 義 男   

坂 上 昭 一   

若 濱 五 郎   

茅 野 春 雄   

匂 坂 勝之助   

藤 野 和 夫  

昭和53年 4月2日   

昭和58年 4月2日   

昭和59年 4月2日   

昭和61年 4月1日   

昭和62年 4月1日   

平成元年 4月1日   

平成2年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成6年 4月1日   

平成7年 4月1日   



平成8年9月3日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事務官  技 官  その他  合 計  客員授教ⅠⅠ種  客月数削Ⅰ種   

14   13   19   15   13   7   82   

現 職 員  
所  長  教授 秋田谷 英次   

寒冷海洋圏科学部門  教 授 竹内 謙介  教 授 若土 正暁  教 授 河村 公隆  

助教授 石川 信敬  助教授 遠藤 辰雄  助教授 大島慶一郎  

助教授 中家  武  助 手 大河内涯彦  助 手 川島 正行  

助 手 河村 俊行  助 手 見玉 裕二  助 手 深町  康   

寒冷陸域科学部門  教 授 本堂 武夫  教 授 ′ト林 大二  教 授 秋田谷英次  

教 授 原 発志彦  助教授 堀r1 薫  講 師 丹野 暗三  

助教授 水野悠紀子  講 師 山田 知充（派遣職員）  

助 手 荒木  忠  助 手 石井 宕之  助 手 島田 公夫  

助 手 曽根 敏雄  助 手 西村 浩一   助 手 堀  彰   

低温基礎科学部門  教 授 前野 紀一  教 授 吉江l静夫  教 授 杏内  晃  
教 授 芦圧1止明  助教授 早川 洋一  助教授 藤川 清三  

助教授 古川 義純  助教授 成［吊 英器  助 手 荒川 圭太  

助 手 荒川 政彦  助 手 石崎 武志  助 手 落合 正則  

助 手 片桐 千傍  助 手 竹澤 大輔   助 手 渡部 直樹   

寒冷圏総合科学部門  教 授 福田 正己  教 授 戸田 正憲  助教授 大串 隆之  

助教授 成瀬 廉二  助 手 白岩 孝行  

客員教授 庄司  仁  外国人客月教授 ライザー．S．C．   

非常勤研究員  中野 智子  永田 元太   

附属流氷研究施設  施設長 教授 青田 昌秋 助教授 白澤 邦男  

（技官 石川 正雄） （技官 池田 光雄）（技官 高塚 徹）  

事務官 石川 敬子  臨時用務員 山谷美弥子   

技  術  部  部長 教授 福印r 二正己  副部長 教授 青田 昌秋  

先任・専門 技術官 大井 正行  

姓長 技術官 瀬川 鉄逸  主任 技術官 石川 正雄  

主任 技術官 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官 池田光雄  技術官 松本 慎一   技術官 安原 優子  

技術官 高塚  徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 櫻井 正信  

（庶  務  掛）掛 長 春藤 赫一  事務官 小番 亜湖  
事務官 大江 華人  

（会  計  掛）掛 長 板垣 忠良  主 任 水本 愛子  
主 任 脇  征治  事務官 森  誠  

事務官 山名 和也  技 官 須藤 正李  

（図  書  j卦）掛 長 岡本 意吉  事務官 猿橋キミコ  

（第一研究協力室）主 任 石窪 順子  事務補助員 木原 仁子  

事務補助員 市原 ゆき  

（第二研究協力室）主 任 栗原 容子 事務補助員 植松 泰子  

（第三研究協力室）主 任 新山 尚子 事務補助員 松村 睦美  

（低温機関室）技 官 佐々木 明  技 官 伊藤 勝美  



arineandAtmosphericSciences（M．Wakatsuchi，KTakeuchi，K・Kawamura，  

T．Endoh，K．Ohshima，T．Nakatsuka，T・Kawamura，Y・Fukamachi，N・  M   
Ohkouchi，M．Kawashima）   

The major research purpose of this sectionis to clarify climatologicaland  

biogeochemicalroles ofhigh－1atitude seas，eSpeCiallyiceLCOVered seas・For this  

purpose，WepreSentlyadopttheSeaofOkhotskasaseasonalseaicezonestudyarea，  

whichislocatedinthelowestlatitudeintheNorthernHemisphereandisbelievedto  

betheoriginofNorthPacificIntermediateWater・Thissectionisalsocomposedof  

scientistswhohavevarietiesofbackgrounds，meteOrOlogy，physicaloceanography，  

geochemistry，isotopegeochemistryandglaciology・Weareplanningtopromote  

internationaljointprograms．  

Currentresearchprograms：  

1）Atmosphereroceaninteractionintheseasonalseaiceregion・  

2）AmechanismfortheformationofNorthPacificIntermediateWater・  

3）Growthhistoryofseaiceandmechanismsforspatialandtemporalvariationsin  

lCeCOVer．  

4）Dynamicsofmesoscalephenomenaintheatmosphereandocean・  

5）Geochemicalcyclesofcarbonaceousmaterialsintheatmosphereandocean・  

6）High1atitudeatmosphericchemistryandicecorechemistry・  

部門は、寒冷海洋圏、特に海水域の仝球的気候における役割の解明を最大の研究目  

標にしている。海氷は太陽からの放射エネルギーの大半を反射してしまうし、大気・  当   

海洋間の熱交換を著しく抑制する働きをもつ。一方、海氷が形成する際に生成する高塩分  

水は深層水の源であり、世界の海洋大循環に大きな役割を果たしている。   

当部門では、北半球で最も低緯度に位置する季節海氷域として、また最近では、北太平  

洋中層水の起源水の生成域としても知られている、オホーツク海を当面の中心とした研究  

対象域と位置づけ、詳細な観測を並行させつつ、本格的な研究の推進をめざしていく。以  

下に示す、多くの研究課題に取り組むために不可欠な、いろいろな研究分野（気象学、海  

洋物理学、地球化学、同位体地球化学、雪氷学）、研究手法（観測、化学分析、データ解析、  

リモートセンシング、モデリング）をもつ研究スタッフから構成されているのも当部門の  

大きな特色である。また、今後は国際共同研究にも積極的に取組んでいく。  

研究テーマ   

（1）海氷域における大気一海洋相互作用  

（2）北太平洋中層水の起源水の形成機構  

（3）海氷の成長履歴とその変動機構  

（4）大気と海洋のメソスケール現象の力学  

（5）大気と海洋における炭素系物質の地球化学的循環  

（6）極域大気化学とアイスコアの化学   



ryosphereScience（T・Hondoh，D・Kobayashi，E．Akitaya，T．Hara，K．Horiguchi，  

N・Ishikawa，R・Naruse，Y・Mizuno，K・Tanno，H・Narita，Y．Ishii，Y．Kodama，K．  C   
Nishimura，T．Shiraiwa，T．Sone，T．Satoh，A．Hori）  

1）Experimentalstudies on atomistic structures ofice and clathrate hydrates；  

Physicalpropertiesofpolaricecores．2）Freezingcharacteristicsofwaterinporous  

media；Deformationmechanisms ofpolycrystallineice．3）Hydrologic cyclein a  

SnOWydrainagebasin；Arealsnowaccumulationandablation；Arealheatbalancein  
adrainagebasin；Boundary－1ayermeteorology；Snowmeltdischarge；Comparative  

SnOWLhydrology；Forest meteorology；Chemicaldynamics of snow and soil．4）  

Mechanism of avalanche release（Weak1ayerin snow cover，aValanche rorecast，  

afforestation at avalanche sites）；Dynamics of glaciers andice sheets（Glacier  

Variations，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleoT  

Climatefromiceproperties）；Fluidizationofsnowdynamicsofmixed¶phasesnow  
flowinrelationtothemechanismofblowlngSnOW，aValanches，SnOW－aCCretionand  

SO On；Palsa formationin the Daisetsu Mountain；Permafrost 5）Ecology and  

physiologyofcoldhardinessofinsects；PhenologlCalanddevelopmentaldivergence  

Ofpteridophyteslifehistoriesinthecoldclimate；Ecdogyofforestandgrassland  

plantcommunities．  

球規模の気候システムの中で、寒冷陸城における雪氷及び生態系の特性について地  

球科学及び環境科学の両面から総合的に研究する。研究分野は雪氷変動、融点附近  地   

の雪氷現象、雪氷循環、雪氷気象、雪氷環境、氷河・氷床、寒冷生物圏変動等に分かれる。   

上記の研究分野を雪氷の循環に従って記載すると次のようになる。降雪が地上の積雪と  

なってからの変態及びその水量の地球上の分布状態はどうなっているか等の研究分野がま  

ず挙げられる。積雪も極地においては長年の堆積の結果、氷河氷床を形成する。氷河・氷  

床等はその生成過程における地球の気候変動を記録している。又地球上の積雪の分布は寒  

冷地域の気象と強い相互作用を有し、永久凍土、植生等と密接に関連している。積雪地域  

では地吹雪が発生し、山地では雪崩が発生する。又融雪は洪水をもたらす等、積雪は災害  

問題とも関連している。上記の雪氷の素過程の研究の他に、地球上の雪氷の総合的研究が  

必要となり、南極、スピッツベルゲン、ロシア北方域、カナダ、アラスカ、チリ、ネパー  

ル等において共同の研究観測を行っている。  

研究テーマ   

（1）極地氷床コアの物性解析と気候・環境変動  

（2）多孔質媒体中の間隙水の凍結  

（3）静水庄下に於ける多結晶氷の力学的性質  

（4）流域における水循環過程  

（5）雪氷一大気相互作用  

（6）表層雪崩の発生予知  

（7）氷河の変動特性  

（8）流動雪の動的特性  

（9）気候変動と永久凍土  

（10）雪・氷の物理的性質の研究  

（11）昆虫の耐寒性の生態生理学  

（12）北半球中緯度の比較植物相と植物群集の成立、更新、維持機構   



asicCryoscience（M．Ashida，A．Kouchi，N．Maeno，S．Yoshida，Y．Hayakawa，S・  

Fujikawa，Y．Furukawa，K Arakawa，M．Arakawa，T．Araki，T．Ishizaki，M・  B  

Ochiai，C．Katagiri，D．Takezawa，N．Watanabe）   

Dynamicalmechanisms ofvariousphysicalandbiologlCalphenomena related to  

snow andice，physicalproperties ofice atlow temperatures and highvacuum  

conditions，physiologicalandbiochemicalmechanismsofcold adaptationinplants  

andinsects，biochemicalandmolecularbiologicalinteractionsbetweeninsects and  

environmentsincluding physiologicalinterrelationship between parasite and host  

insects，and others．  

部門では、低温および特殊環境下での自然現象・生命現象を物質科学および生命科  

学的側面から実験的に研究している。研究分野は、雪氷物性、惑星科学、生物適応  当   

科学、生命科学、その他である。研究内容は、水および雪氷に関連する様々な物理現象、  

生命現象の動的メカニズムについての研究、太陽系惑星空間に存在する極低温、超真空等  

の極限状態の氷についての実験的研究、寒冷環境に対する生物の適応機構についての研究、  

生物問および生物一環境相互作用に関する生化学的、分子生物学的研究、その他である。  

研究テーマ   

（1）フェノール酸化酵素カスケードの研究  

（2）外骨格の生体防御における機能に関する研究  
（3）水天体の起源と進化の研究  

（4）雪氷の基礎物性と宇宙雪氷の研究  

（5）亜熱帯植物の低温に対する細胞応答機構  

（6）植物の耐凍性機構に関する分子生物学的研究  

（7）寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明  
（8）寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明  
（9）植物細胞の氷点下温度への適応機構  

（10）相転移現象のダイナミクスに関する研究  
（11）雲の光学特性の研究  

（12）蛋白と脂質の相互作用とその水和特性  

（13）星間分子の生成機構  

（14）植物の低温耐性の分子機構に関する研究  

（15）氷天体の衝突集積過程に関する実験的研究  

（16）氷衛星のレオロジーに関する実験的研究  

（17）微生物の低温適応に関する比較生化学的研究  

（18）好冷ビブリオ菌に於ける蛋白質合成及び分解の環境温度に対応した調節機構  

（19）凍上現象のメカニズムに関する研究  

（20）1東土の諸物性に関する研究  

（21）永久凍土中に存在するメタンハイドレイトの諸物性に関する研究  

（22）液性生体防御における異物認識の分子機構  

（23）昆虫血液リボホリンの構造と機能  

（24）昆虫の寒冷地適応の研究   
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Spheres ofborealreglOnbecarried outincollaborationwith other Sections ofthis  

Institute，andinstitutionsandscientistsoftheoutside．  

（ClimateChangeResearchGroup）  
InArcticandAntarcticregions，Climatechangetendstooccurmoredistinctively  
and sensitively than other regions．Inlast5years，the group has engagedin an  

intensivefieldsurveyineasternSiberianPermafrostregions．Therewildlydistri－  

butestundra wetlandin Siberia，Whereconsiderable amounts ofMethaneemitinto  

Atmosphereastocausefutureglobalwarming．InSiberianPermafrost，grOundice  
accumulatedinlargescaleinLastGlacialPeriodsUnderrecenttrendsofwarming，  

groundicethawso thatstoredMethaneinicereleasesto atmosphere．Thegroup  

WithmanygraduatestudentsfocusesonthedynamicchangesofSiberianPermafrost  

in specially related to GlobalClimate Change with cooperating withIGBP－NES  

（NorthernEurasianStudy）．  

（BiodiversityResearchGroup）   

Weaimatrevealingthepatternsofbiodiversityandthemechanismsofitsestab－  

1ishment，maintenance，andchangesincommunities．Thefollowingresearchprojects  

arebeingconducted：1）inventoryofpresentbiodiversitiesandmonitoringoffuture  

Changes，and2）studies ofchangesin distribution ofbiotas dueto past and future  

Climaticchanges．Tofullyunderstandpossiblemechanismsresponsibleformainte－  

nanceandpromotion of tくBiodiversity”，Wehavecurrentlyfocused on animalplant  

interactions and spatio－tempOraland／or genetic structures of populationsin a  
fluctuatingenvironment．  

寒冷域の海洋圏、地圏および生物圏にまたがる自然現象を総合的に研究する0  

気候変動   

南北両極地域では、気候変動が他の地域よりも顕著にまた鋭敏に出現する。当研究分野  

グループでは過去5年間シベリア永久凍土の調査を手がけてきている。シベリアに広範に分  

布するツンドラではかなりの分量のメタンガスが放出され、将来の温暖化への影響が懸念  

される。また永久凍土中には最終氷期に集積した地下氷が存在し、そこに貯留されたメタ  

ンガスが凍土の融解で大気へ放出されている。当研究分野では多くの大学院生の参加を得  

てシベリア永久凍土の動的変化に注目して研究を遂行している。これは地球温暖化への関  

連をもち、IGBP－NESプロジェクトと連携している。  

生物多様性   

生物群集の多様性パターンとその成立、維持、変動のメカニズムを明らかにするために、  

1）生物多様性の現状把握とモニタリング、2）気候変動による生物分布圏の変動に関す  

る研究を行う。生物多様性の維持促進機構としての生物間相互作用（主に植物と動物の相  

互作用）および生物集団の時間的・空間的・遺伝的構造についての研究を進めている。  

研究テーマ   

（1）古気イ疾の復元、極地における気候変動の特性把握、シベリア永久1東土地域の）東土圏  
変動と気候変動の関連、地盤凍結工法の研究、凍上機構についての実験的研究  

（2）ショウジョウバエ群集の生物多様性、ショウジョウバエ類の系統分類学、生物地理学  
（3）植物と動物の相互作用系、個体j洋生態学と自然選択   
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incoastalreglOnS；Air－ice－Seainteractionin marginalicezones；Measurementsof  

theatmosphericandoceanicboundarylayersandsea－icefeaturesaroundtheAir－Sea－  

IceObservationTower；Measurementsoftheturbulentoceanicboundarylayerunder  

landfastseaiceandinpolynyaregions；SeaicestudiesoffSakhalin  

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー網を  

備えている。施設設置（1965年）以来、このレーダー綱による流氷の分布、流動につ  当   

いての研究が続けられてきた。また、対馬暖流分岐一宗谷暖流－の観測が行われ、その流  

動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）を敷設、さらに1991年  

にはサロマ湖畔に気象観測ステーションを設置し、この流氷タワー周辺海域およびサロマ  

湖を氷縁海のモデル海域と考えて、海氷生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環境へ  

の影響等の研究を進めている。   

海水域、特に氷縁域の季節や年変動は、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては全  

地球規模の気候変動に大き〈関与している。また水練域は海水域に比べ海洋生物生産が著  

しい。当施設では、海氷域および水練域での海洋過程を研究するために、米国・アラスカ  

大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋省と共同で、高緯度海域（ボフォー  

ト海、ハドソン湾、カナダ北極海）と氷縁海（オホーツク海）の気象・海象現象、海洋生  

物環境の比較研究を行っている。   

また、ポリニアと呼ばれる海氷野中の開水面も海水域と比べ生物生産が高いが、東グリ  

ーンランドのNartheastWaterPolynyaにて、Polynyaの生成・維持機構の解明およびエ  

ネルギー・フラックスの観測の研究計画に参加している。   

ロシア共和国・サハリンの海氷研究者と共同で、サハリン北部の海水域で、海氷生成に  

伴う、大気一海洋間相互作用の研究を開始した。この成果は、オホーツク海南部の水練域  

の研究成果と比較される。  

研究テーマ   

（1）オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について  

（2）アルゴスブイによるオホーツク海流氷の漂流調査  

（3）結氷海域における大気一海洋の相互作用  

（4）サハリン北部海氷調査  

（5）北極海、氷縁域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響についての比較研究  

（6）NartheastWaterPolynyaにおけるエネルギー・フラックスの観測  

（7）海氷生長過程における海洋一海氷の相互作用  

（8）1年氷を通じてのエネルギー■フラックスの観測的研究   



（平成7年）  

＊は、レフェリー制のあるジャーナルに掲載  

学術論文1）S・MinobeandK・Takeuchi：AnnualperiodequatorialwavesinthePacificOcean．，JournalofPhysical  
Oceanography，100（C9）：18379－18392（1995）  

2）H．Uyeda，K．Takeuchi，etal：Doppler RaderObservationsontheStructureandCharacteristicsof  

TropicalCloudsduringtheTOGA－COAREIOPinManus，PapuaNewGuineaOutlineoftheObservaL  

tion．，JournalofMeteorologicalSocietyofJapan，73（2B）：149160（1995）  

3）T．Ushiyama，S．SatohandK．Takeuchi：TimeandSpatialVariationsofMesoscaleRainfallsandtheir  

RelationtotheLargeScaleAtmosphericFieldintheWesternTropicalPacific．，JournalofMeteoro－  

logicalSocietyofofJapan，73（2B）：113126（1995）  

4）T・Suzukiand K・Takeuchi：Variability of Upper Ocean at the Equator，156E，Observedby R／V  

Hakuho－MaruduringTOGACOAREIOP．，JournalofMeteorologicalSocietyofJapan，73（2B）：379－  

386（1995）  

5）K．Ando，Y．Kuroda，K．Yonayama，K，Munayama andK．Takeuchi：VariationsofHydrographic  

Propertiesand HeatBudgetObservedatO，156EduringtheTOGACOARER／VNatsushimaCruise．，  

JournalofMeteorologicalSocietyofJapan，73（2B）：387397（1995）  

6）KMuramoto，T．Fujiki，M．KanedaandT．Endoh：Tentativeutilizationofaraindropsizedistribution  

meterspeciallydesignedfortheobservationoftropicalprecipitationintheTOGA／COAREProject．，  

Jour．Meteor，Soc．Japan，73（2B）：549¶556（1995）＊  

7）H．uyeda，Y．Asuma，T．Endoh and150thers：Doppler radar observations on the structure and  

Characterisitics of tropicalclouds during the TOGA／COAREIOPin Manus，Papua New Guinea－  

OutlineoftheobservationリJour．Meteor，Soc．Japan，73（2B）：415－426（1995）♯  

8）S．Nakaiand T．Endoh：Observation of snowfalland airflow over alow mountain barrier．，Jour．  

Meteor．Soc．Japan，73（2）：183199（1995）＊  

9）S．Martin，M．WakatsuchiandN．Ono：IceandoceanprocessesintheTatarskiyStrait，JapanSea，aS  

revealedbyERS1SAR．，Int．J．RemoteSensing，16：32273243（1995）＊  

10）T．Kawamura，T．Takizawa，K．Ⅰ．OhshimaandS．Ushio：Dataofsea－icecoresobtainedinL（itzow  

Holm Bayfrom1990to1992（JARE31，32）in theperiod ofJapanese Antarctic Climate Research．，  

JAREData Reports，204：42pp．（1995）  

11）T．Kawamura，T．Takizawa，K．I．OhshimaandS．Ushio：UpwardgrowthofAntarcticseaiceduring  

Sumerandautumn．，ProceedingsofWadatiConferenceonGlobalChangeandthePolarClimate：150A  

153（1995）寧  

12）K．Ⅰ．Ohshima，T．Takizawa，S．UshioandT．Kawamura：SeasonalcycleoftheAntarcticcoastalocean  

－Obseavationsandanumericalexperiment．，ProceedingsofWadatiConferenceonGlobalChangeand  

the PolarClimate：158161（1995）＊  

13）Y．Fukamachi，J．P．McCrearyJr．andJ．A，Proehl：Instabilityofdensityfrontsinlayerandcontinuously  

Startifiedmodels．，JournalofGeophysicalResearch，100：25592577（1995）＊  

14）河村公隆，小坂真由美，Richard Sempere：都市エアロゾル，降水中の炭化水素の組成と季節変化．，地球  

化学，29：115（1995）＊  

15）K．Kawarnura，H．Kasukabe，0．YasuiandL．A．Barrie：Productionofdicarboxylicacidsinthearctic  

atmosphereatpolarsunrise．，Geophys．Res．Lett．，22：12531256（1995）＊  

16）柳瀬彩子，河村公隆，L．ABarrie：北極エアロゾルの有機地球化学：多環芳杏族炭化水素の分布とアークテ  

イクサンライズにおける分解．，Res．OrganicGeochemistry，10：7－10（1995）＊  

17）K．Kawamura：Landderivedlipid classcompoundsinthedeepSea Sedimentsand marine aerosoIs  

fromNorthPacific．，BiogeochemicalProcessesofOceanFluxintheWesternPacific，TerraScientific  

PublishingCo．，Tokyo：3151（1995）＊  

18）M．Uematsu，K．Kawamura，T．IbusukiandT．Kimoto：ChemicalcompositionofmarineaerosoIsover  

the centralNorth Pacific．，BiogeochemicalProcesses of Ocean Fluxin the Western Pacific，Terra  

ScientificPublishingCo．，Tokyo：314（1995）＊  

19）K．Kawamura，I．Suzuki，Y．FujiiandO．Watanabe：Historicaltrendsoffattyacidsinanicecorefrom  

SiteJ，Greenland．，Proc．NIPRSymp．PolarMeteorol．Glaciol．，9：111（1995）＊  

20）K．Suzuki，K．Kawamura，H．Kasukabe，A．Yanaseand L．A．Barrie二ConcentrationchangesofMSA  

andmajorionsinarcticaerosoIsduringpolarsunrise．，Proc．NIPRSymp．PolarMeteorol．Glaciolリ9  

：163171（1995）＊  

21）N，Ohkouchi，K．Kawamura，H．KawahataandA．Taira：Organicgeochemistryofdeepseasediments：  

howitcontributesto paleoceanography．，GlobalFluxesofCarbonandIts Related Substancesinthe  

CoastalSeaOcean－Atmosphere System：533538（1995）   

10  



22）N．Ohkouchi，H．Kawahata，M．Okada，M，Murayama，T．Nakamura and A・Taira：Benthic for．   

aminiferacadmiumrecordfromthewesternequatorialPacificリMarineGeology，127：167180（1995）＊  

23）T．Uchida，W．Shimada，T．Hondoh，S．Maeand N，I．Barkov：Refractiveindex measurements of   

naturalair冊hydratecrystalsinAntarcticicesheet”AppliedOptics，34（25）：5746R5749（1995）＊  

24）T．Uchida，A．Takagi，］．Kawabata，S．MaeandT．Hondoh：Ramanspectroscopicanalysesonthe   

growthprocessofCO2hydrates．，EnergyConversionandmanagement，36（69）‥547－550（1995）＊  

25）Y．OkadaandT．Hondoh：Glidemotionofdislocationinicecrystalclosetothemeltingtemperature・，  

PhotonFactoryActivityReport，12：319（1995）  

26）A．Hori，M．Takeda，H．YamashitaandK，Kimura：AbsorptionedgeSpectraofBoronRichAmor－   

phousFilmsConstructedwithIcosahedralCluster・，JournalofthePhysicalSocietyofJapan，64：3496  

－3505（1995）＊  

27）M．Takeda，M．Fujimori，A．HoriandK．Kimura：SearchforSemiconductingQuasicrystalinBoron   

－CarbonbasedTernarySystems．，Proceedingsofthe5thInternationalConferenceonQuasicrystals，  

Avignon：739－742（1995）＊  

28）Y．Kodama，Y．Takeuchi，H．NakabayashiandO．Watanabe：HydrologicalobservationsinBregger   

Glacier，SpitsbergenDischarge，Temperature and Electric conductivity・，Proc・NIPR Symp・Polar  

Meteorol．Glaciol．：4553（1995）＊  

29）Y．Takeuchi，Y．KodamaandH．Nakabayashi：Characteristicsofevaporationfromsnowandtundra  

surfaceinspitsbergeninthesnowmeltseason1993．，Proc．NIPRSymp．PolarMeteorol・Glaciol・：5465   

（1995）＊  

30）D，Kobayshi，Y．Kodama，Y．Ishii，Y．TanakaandK．Suzuki：Diurnalvariationinstreamflowand  

waterqualityduringthesummerdryseason．，Hydrol．Processes，9：833841（1995）＊  

31）竹内由香里，兄玉裕二 石川信敬：草地と水面の蒸発散量の比較．，北海道の農業気象，47：1824（1995）  

32）尾関俊浩，秋田谷英次：サン・クラストの研究．，低温科学，物理篇，53：110（1995）  

33）秋田谷英次，石井吉之，成田英器，石川信敬，′ト林俊一一，鈴木 哲，早川典生，対馬勝年，石坂雅昭，楽  

鵬飛，張 森：中国東北部の道路雪害調査1994年3月－‥ 低温科学，物理篇，53：35－50（1995）  

34）秋田谷英次：札幌市内の雪氷路面調査一平成7年冬期－．，1995寒地技術シンポジウム’95・論文・報告集：356  

631（1995）  

35）原 文宏，秋田谷英次，須田 力：雪氷の教育への利用の現状について．，寒地技術シンポジウム’95・論文・  

報告集：537540（1995）  

36）原文 宏，秋田谷英次，須田 力，山本順子：女性を対象とした冬期歩行に関する意識調査．，寒地技術シン  

ポジウム，95・論文・報告集：737－742（1995）  

37）K．Nishimura，F．Sundersen，K．Kristensen and K．Lied：Measurements of powder snow avalance  

Nature．，SurveyinGeophysics，16：5867（1995）’  

38）T．HaraandM．Sratek：Shootgrowthandmortalitypatternsof U71icadioica，aClonalforb．，Annals  
ofBotany，76：235243（1995）＊  

39）M．YokozawaandT．Hara：Foliageprofile，Sizestructureandstemdiameter－plantheightrelationship   

incrowdedplantpopulationsリAnnalsofBotany，76：27ト285（1995）＊  

40）T．Hara，N．Nishimura and S．Yamamoto：Tree competition and species coexistencein a cool  

temperateoldgrOWthforestinsouthwesternJapan．，JournalofVegetationScience，6：565L574（1995）＊  

41）Y．KubotaandT．Hara：Treecompetitionandspeciescoexistenceina subrborealforest，nOrthern   

Japan．，AnnalsofBotany，76：503512（1995）＊  

42）T．Hara：Dynamic process，Spatialpatternandspeciescoexistencein plants．，FoliaGeobotanicaet  

Phytotaxonomica，30：529－533（1995）＊  

43）S．Kawano and T．Hara：Optimalbalance between propagule output，prOpagule size and cost of  

propaguleproductioninplants，anditsevolutionaryeCOlogicalimplications・，PlantSpeciesBiology，10   

：119125（1995）＊  

44）S．KanoandT．Sato：Differentialfractalsofpinnationpatternonfernleaf－blade．，Forma，10：17－21   

（1995）＊  

45）T．SatoandM．Fukuda：BiodiversityandvegetationpatternSOfarcticplantswithscaling；aCOnSidera－  

tionfrompermafrostcontributioninSiberia，Proc．3rdSymposiumontheJointSiberianPermafrost  

Studies betweenJapan and Russiain1994（eds．K．Takahashi，A．Osawa and S．Kanazawa）FFPRI，  

Sapporo：177182（1995）  

46）T．Sato：Floraandlifeformsimi1aritiesamonglocalitiesinnortheastSiberia，withrespecttoadaptive  

radiationandconvergenceforcoexistence．ProceedingsofthethirdSymposiumontheJointSiberian  
PermafrostStudiesbetweenJapanandRussiain1994（eds．K．Takahashi，A．OsawaandS．Kanazawa）  

FFPRI，Sapporo：183－186（1995）  

47）K．C．Volotovsky，H．Takahashi，andT．Sato，Thebrieftaxonomicanalysisofsomearctic－alpinefloras  

fromYakutiatoJapan．ProceedingsoftheSymposiumofJointSiberianPermafrostStudiesbetween  

ll   



Japan and Russiain19921994（eds．N．G．Solomonov，B．I．Ivanov and M．Toda）YakutskInstitute of  

Biology，Yakutsk，Russia：49－52（1995）  

48）T．Sato，G．Kudo，H．Takahashi，K．C．VolotovskyandB．Ⅰ．Ⅰvanov：BiodiversityineasternSiberiaand  

northernmostJapanin smallscales，Proceedings of the Symposium ofJoint Siberian Permafrost  

StudiesbetweenJapanandRussiain1992－1994（eds．N．G．Solomonov，B．Ⅰ．ⅠvanovandM．Toda）Yakutsk   

Institute of Biology，Yakutsk，Russia：5359（1995）  

49）福田正己，佐藤利幸：気候変動がシベリア永久凍土に与える影響‥ 学術月報，48：17－24（1995）  

50）R．Naruse，M．Aniya，P．SkvarcaandG．Casassa：RecentvariationsofcalvingglaciersinPatagonia，  

South America，reVealed by ground surveys，Satellitedata analyses and numericalexperiments．，  

AnnalsofGlaciology，21：297－303（1995）＊  

51）R．Naruse and M．Aniya：Synopsis ofglacier researchesin Patagonia，1993．，Bulletin of Glacier  

Research，13：1－10（1995）＊  

52）R．Naruse，P．Skvarca，K．Satow，Y．TakeuchiandK．Nishida：Thicknesschangeandshorttermflow  

variationofMorenoGlacier，PatagoniaリBulletinofGlacierResearch，13：2128（1995）＊  

53）P．Skvarca，K．Satow，R．NaruseandJ．C．Leiva：Recentthinning，retreatandflowofUpsalaGlacier，  

Patagonia．，Bulletin ofGlacierResearch，13：11－20（1995）＊  

54）Y．Takeuchi，K．Satow，RNaruSe，T．Ibarzabal，K．NishidaandK．Matsuoka：Meteorologicalfeatures  

atMorenoandTyndallglaciers，Patagonia，inthesummer1993／94．，BulletinofGlacierResearch，13：  

35－44（1995）＊  

55）Y．Takeuchi，R．NaruseandK．Satow：CharacteristicsofheatbalanceandablationonMorenoand  

Tyndallglaciers，Patagonia，inthesummer1993／94．，BulletinofGlacierResearch，13：45L56（1995）＊  

56）H．Motoyama，H．Enomoto，T．Furukawa，K．Kamiyama，H．Shoji，T．Shiraiwa，0．Watanabe，K．  

NamasuandH．Ikeda：Preliminary study ofIceFlowObservationsalongtraverseroutesfromcoast  

toDomeFuji，EastAntarcticabydifferentialGPSmethod．，TheAntarctic Record，39：94－98（1995）＊  

57）S．Ishii，H．NaritaandN．Maeno：Bubbleformationexperimentsinsnowdensification．，Proc．NIPR  

Symp．PolarMeteorol．Glaciol．，9：2332（1995）さ  

58）K．Kosugi，K．NishimuraandN．Maeno：Studiesonthedymamicsofsaltationindriftingsnow．，Rept．  

Natl，Res．Inst，forEarthSci．andPrevention，54：111u154（1995）＊  

59）N．Maeno，K．Nishimura，K．SugiuraandK．Kosugi：Grainsizedependenceofeoliansaltationlengths  

duringsnowdrifting．，Geophys．Res．Letters，22ニ20092012（1995）＊  

60）松沢 勝，石本敬志，前野紀一：圧雪路面における氷膜の形成過程．，雪氷，581：1928（1995）＊  

61）S．Yoshida，Lowtemperatureinduced alkalization of vacuolesin suspension cultured cells of mung   

bean（Vignaradiata［L，］Wilczek）．，PlantCellPhysiol，36：10751079（1995）＊  

62）S．Fujikawa：AfreezeLfracturestudydesignedtoclarifythemechanismsoffreezinginjuryduetothe  

freezing－induced close apposition of membranesin cortica】parenchyma cells of mulberryリCryo－  

biology，32：444－454（1995）＊  

63）S．Sano，S．FujikawaandK．Fukazawa：DetectionandfeaturesofwetwoodinQuercusmongoliavar．  

grosseserrata．，Trees，9：26卜268（1995）＊  

64）実山 豊，鈴木 卓，原田 隆，藤川清三：アスパラガス野外茎頂の凍結保存における前処理の影響．，低温  

生物工学会誌，41：5057（1995）＊  

65）黒田克史，藤川清三，大谷詩：ヤマグワ木部放射柔細胞の低温挙動．，低温生物工学会誌，41：118121（1995）  

66）村井麻理，藤川清三，吉田静夫：†東結脱水による液胞膜の損傷と細胞障害．，低温生物工学会誌，41：122－   

127（1995）  

67）M．Odaira，K．Arakawa，S．Yoshida and M．Maeshima：Properties of two N1inked glycoproteins  

associatedwiththenuclearenvelopeinmungbeanhypocotyls．，PlantCellPhysiol．，36：945－953（1995）＊  

68）D．Takezawa，Z∴H．Liu，G．AnandB．W．Poovaiah：Calmodulingenefamilyinpotato：developmental  

andtoucトinducedexpressionofmRNAencodinganovelisoform．，PlantMol．Biol．，27：693－703（1995）＊  

69）S．Patil．，D．Takezawa and B．W．Poovaiah：Chimeric plant Ca2＋／calmodulindependent protein  

kinasegenewithaneuralvisinin1ikecalcium－bindingdomain．，Proc．Natl．Acad．Sci・U・S・A・，92‥4797－  

4801（1995）＊  

70）A．KouchiandT．Yamamoto：Cosmoglaciology：eVOlutionoficeininterstellarspaceandtheearly  

solarsystem．，Prog，Cryst．GrowthCharact．Mater．，30：83108（1995）＊  

71）T．Ikeda，A．Kouchi，T．Yamamoto，T．HondohandS．Mae：TheinfraredabsorptionspectraofCOand  

CO2inamorphousH20ices．，Proc．28thISASLunarandPlanetarySymp．，186－189（1995）  

72）M．Arakawa，N．Maeno，M．Higa，Y．IijimaandM．Kato：Ejectionvelocityoficeimpactfragments・，   

Icarus，118：341－354（1995）＊  

73）M．Arakawa，N．MaenoandM．Higa：Directobservationsofgrowingcracksinice．，J．Geophys．Res・，   

100ニ7539－7547（1995）＊  

74）Y．Iijima，M．Kato，M．Arakawa，N．Maeno，A．FujimuraandH．Mizutani＝Crateringexperimentson  

12   



ice：Dependenceofcraterformationonprojectilematerialsandscalingparameter・，Geophysical  

ResearchLetters，22：2005L2008（1995）●  

75）M．Kato，Y．Iijima，M．Arakawa，Y．Okimura，A．Fujiwara，N・MaenoandH・Mizutani：Ice－On‾Ice   

ImpactExperiments．，Icarus，113：423－441（1995）●  
76）M．Arakawa and M．Higa：MeasurementsofEjection Velocitiesin CollisionalDisruption ofIce   

Spheres．，Proc．28thISASLunarandPlanetarySymp・：37－40（1995）  

77）M．Higa，M．ArakawaandN．Maeno：MeasurementsofParticleVelocitiesintheShockCompressed   

SnowPlates：SecondReportリProc．28thISASLunarandPlanetarySymp∴29－32（1995）  

78）N．Sugi，M．Arakawa，A．KouchiandN．Maeno：InSituObservationonImpactVaporizationofWater   

Ice．，Proc．28thISASLunarandPlanetarySymp，：33－36（1995）  

79）P．T．Brey，A．Ahmed，WJ．Lee，M．Ashida and M．J．Lehane：Tyrosinase－type prOphenoloxidase   

distributioninthealimentarycanalofstrainsofAnophelesgambiaerefractoryandsusceptibleto  
PlasmodiuminfectionリExperimentalParasitol．，80：654－664（1995）●  

80）Y．Katsumi，H．Kihara，M．Ochiaiand M．Ashida：A serine protease zymogenininsect plasma‥  

Purificationandactivationbymicrobialcellwa11components．，Eur．）．Biochem．，228：870－877（1995）◆  

81）M．AshidaandP．T．Brey：Roleoftheintegumentininsectdefense：Prophenoloxidasecascadeinthe  

cuticularmatrix．，Proc．Natl．Acad．Sci．U．S．A．，92：10698LlO702（1995）＊  

82）Y．Hayakawa，A．Ohnishi，A．Yamanaka，S．IzumiandS．Tomino：Molecularcloningandcharacteriza－  

tionofcDNAforinsectbiogenicpeptide，grOWth－blockingpeptide．，FEBSLetters，376：185－189（1995）＊  

83）A．Ohnishi，Y．Hayakawa，Y．Matsuda，K．M．Kwon，T．A．Takahashiand S．Sekiguchi：Growth  

b】ockingPeptidetiterduringlarvaldevelopmentofparasitizedandco】dStreSSed armyworm．，Insect  

Biochem．Molec．Biolリ25：112卜1127（1995）＊  

84）H．Noguchi，Y．Hayakawa and R．G．H．Downer：Elevation ofdopaminelevelsinparasitizedinsect   

larvae．，Insect Biochem．Molec．Biol”25：197－201（1995）■  

85）T．Hiraoka，Y．Hayakawa and R．G．H．Downer：lmmunocytochemicallocalization oftrehalasein－  

hibitorinsomeinsectspecies．，CellTissueResリ279：465r468（1995）■  

86）M．Ichikawa，N．Takahashi，H，Sahara，T．Akino，E．Suzuki，D．Ejima，M，SawadaandY．Hayakawa   

：Onemoleculeamongthegonadalsmoothmusclecontractionfactorsintheseaurchinistrigonellineり   

J．Mar．Biotechnol．，2：230－233（1995）＊  

87）Y・Yasuhara，Y．Koizumi，C．KatagiriandM．Ashida：Reexaminationofpropertiesofprophenoloxidase   

isolatedfromlarvalhemolymphofthesilkwormBombyxmori．，Arch．Biochem．Biophys．，320：1423   

（1995）＊  

88）T・Kawabata，Y．Yasuhara，M，Ochiai，S．MatsuuraandM．Ashida：Molecularcloningofinsectpro－  

phenoloxidaseAcopper－COntainingproteinhomologoustoarthropodhemocyanin．，Proc．Natl．Acad．  

Sciリ92：7774－7778（1995）■  

89）H・Nadaand Y・Furukawa：Anisotropicpropertiesofice／waterinterface：Amoleculardynamics  

Simulationstudy．，Jpn．J．Appl．Phys．，34：583584（1995）＊  

90）西城 潔，長岡大輔，福田iE己，A．ArkhangeruV，Ⅴ．Kunitsky：シベリア北極圏，ポリショイリャホフス  

キー島で発見されたマンモスの皮膚の14C年代測定，第四紀研究，34：315－317（1995）＊  

91）M・FukudaandJ．Moriizumi：Radiocarbondatingofmethaneobtainedfromairinthegroundicein  

SiberianPermafrost．，EOSSuppliment，AGU：237（1995）■  

92）T・Nakayama and M．Fukda：Estimation of methane flux from Siberian Tundra wetland，，EOS  

Suppliment，AGU：244（1995）■  

93）D・Nagaoka，K・SaijyoandM．Fukuda：Sedimentalenvironmentsofthepermafrost“Edoma”ineastern  

Siberia．，EOSSuppliment，AGU：243（1995）■  

94）K・Saijyo，D・NagaokaandM．Fukuda：Geomorphicchangeinrelationtothawingof“Edoma”onthe   

SOuthernCOaStOftheBo】ishoiLykhavoskyIsland，eaStSiberia．，ProceedingsoftheThirdSymposjum   

OntheJointSiberianPermafrostStudybetweenJapanandRussia：1－4（1995）  

95）D・Nagaoka，K．SaijyoandM．Fukuda：SedimentalenvironmentoftheEdomainhighArcticeastern   

Siberia・，ProceedingsoftheThirdSymposiumontheJointSiberianPermafrostStudybetweenJapan  

and Russia：5■7（1995）  

96）J．Moriizumi，T．IidaandM．Fukuda：RadiocrabondatinfofmethaneObtainedfromEdomainarctic   

COaStareaOfSiberia・，ProceedingsoftheThirdSymposiumontheJointSiberianPermafrostStudy  

betweenJapanandRussia：914（1995）  

97）Y・Igarashi，M・Fukuda，D・NagaokaandKSaijyo‥Vegetationandclimateduringaccumulation   

periods ofEdoma，infered from pollen records．，Proceedings of the Third Symposium on theJoint   

SiberianPermafrostStudybetweenJapanandRussia：135－138（1995）  

98）T・Satoarld M・Fukuda：Biodiversityand vegetation patternsofarcticp】antswithscal］ing：a  

COnSideration from permafrost contributionリProceedings of the Third Symposium on theJoint  

13   



SiberianPermafrostStudybetweenJapanandRussia：1173－1176（1995）  
99）W・Zhang，M・J・TodaandH・Watabe：FourteennewspeciesoftheDrosophila（Drosophila）immigrans  
SpeCiesLgrOup（Diptera）fromtheOrientalRegion・，Jpn．J，Ent．，63（1）：25－51（1995）事  

100）M・J・TodaandN・N・Vinokurov‥Biodiversityindrosophilidcommunitiesofcooltemperateand   
borealbirchforests：aSPeCialreferencetotheverticaldistributionwithinforestリProceedingsofthe  
ThirdSymposiumontheJointSiberianPermafrostStudiesbetweenJapanandRussiain1994：187195   
（eds，K・Takahashi，A・OsawaandY．Kanazawa）（1995）  

101）H・Watabe，M・J・Toda，N，N・VinokurovandV・S・Sidorenko：Acomparativestudyondrosophilid  
faunasofeastSiberiaandneighboringregions．，ProceedingsoftheThirdSympOSiurnOntheJoint  
SiberianPermafrostStudiesbetweenJapanandRussiain1994：196－200（eds．K．Takahashi，A．Osawa  
andY∴Kanazawa）（1995）  

102）N・N・Vinokurov，S・N・Nogovitzyna，A．K．Bagachanova，A．I．Averensky，M．J．TodaandH．Watabe  
‥Icingsinthenorth－eaSternYakutiaasnatural‖traps‖forinsects・，ProceedingsoftheSymposiumon   

JointPermafrostStudybetweenJapanandRussiain1992－1994：6669（eds．N．Solomonov，B．Ⅰvanov  

andM．J．Toda）（1995）  

103）大串隆之：植物を介する昆虫種間の相互作用．，H本生態学会誌，45：33－42（1995）＊  

104）P・W・Price，andT・Ohgushi：Preferenceandperformancelinkagein aPhyllocolpasawflyonthe  
Wi1low，Salixmiyabeana，inHokkaido．，ResearchesonPopulationEcology，37：23－28（1995）＊  

105）T・OhgushiandH・Sawada：Demographicattributesofanintroducedherbivorousladybeetle．，  

Researcheson PopulationEcology，37：29r36（1995）寧  

106）E・J・rJ・Iiudier，R・G・IngramandK．Shirasawa：Upwardflushingofseawaterthroughfirstyearice．，  

Atmosphere－Ocean，33：569580（1995）＊  

107）K．Shirasawa，T．TakatsukaandM．Aota：Eddyfluxmeasurementsunderthefirst－yearSeaiceinthe  

GreenlandSeaduringthe NortheastWater Polynya（NEW）Project，1993，，Proc，NIPR Symp，Polar  

Meteorol．Glaciol．，9：199（1995）＊  

108）白澤邦男：オホーツク海の流氷地球温暖化による影響は？－‥ 水文・水資源学会誌，8（3）：335－343（1995）■  

109）K．ShirasawaandR．G．Ingram：Comparativestudyofatmosphericandoceanographiccharacteristics  

above／underfirstyeariceatlowandhigh1atitudesintheArctic，，Proc．NIPRSymp，PolarBiology，  

8：2028（1995）＊  

110）S．Taguchi，R．E，H．Smithand K．Shirasawa：Effectofsalinityandsilicateonicealgalgrowthin  

Saroma kolagoon，Hokkaido，Japan．，Proc．NIPRSymposium onPolarBiology，8：4850（1995）雷  

総
解
評
 
 

1）河村公隆：海洋エアロゾル中の炭素濃度および水溶性有機物の分布‥ 月刊漸羊，号外8：108－113（1995）  

2）河村公隆：隆起源有機物の海洋への大気輸送とその歴史的変遷：深海堆積物からの復元．，月刊海洋，27：533  

539（1995）  

3）大河内直彦，阿波根直一，池原 実，平 朝彦：南極海の堆積物の研究とその問題点り 月刊海洋，27：374－  

377（1995）  

4）高橋孝三，大場忠通，lu崎英樹，大河内直彦：レディオラリア化石による過去8万年間の西赤道太平洋の海洋   

環境変遷．，月刊海洋，27：466473（1995）  

5）W．D．NowlinJr．andM，Wakatsuchi，etal．：Scientificdesignforthecommonmoduleoftheglobal   

ocean observingsystem andtheglobalclimate observingsystem．，An Ocean Observing System for   

Climate，FinalReportoftheOceanObservingSystemDevelopmentPanel，Dept．Oceanogr．，TexasA＆  

MUniversity，CollegeStation，Texas，265pp．（1995）  

6）早川洋一：寄生パテのDNAを運ぶウィルス‥ 科学，65：6978（1995）  

7）Y．Hayakawa：Growth－Blocking Peptide：aninsect biogenic peptide that prevents the onset of  

metamorphosis．，］．Insect Physiolリ41：ト6（1995）＊  

8）原 登志彦：植物集団における競争と多種の共存．，日本生態学会誌，45：167▼172（1995）  

9）大串隆之：世界はなぜ緑に保たれているのか？，化学と生物，33：419421（1995）  

10）藤川清三，黒田克史，大谷 詩：植物組織のCryo－SEM観察，氷点下の温度への植物細胞の適応機構の研  

究‥ 細胞，27（14）：488－493（1995）  

11）山田知充，白岩孝行：ヒマラヤ・カラコルム地域における近年の氷河変動‥ 雪氷，57（3）：257－267（1995）  

12）古川義純：雪の結晶成長と表面構造‥ 表面，16：651654（1995）  

13）－封Il義純：雪と氷，結晶成長のしくみを探る一風子レベルでの成長メカニズム．，第9回「大学と科学」公開  

シンポジウム組織委具合，162－174（1995）  

14）成瀬廉二：パタゴニア氷河の動力学および消耗特性‥ 雪氷，57巻，3号，245－256（1995）  

15）M．AniyaandR．Naruse：AstudyofglaciervariationsinPatagonia，SouthAmerica，utilizingSAR   

images．，FinalReportofJERS－1／ERS1SystemVerificationProgram，NASDA，Vol．II，555562（1995）  

16）U」本官生，香内 晃：アモルファス氷の熱伝導率．，原子衝突研究協会会報，158：8－11（1995）  

等
 
 

．
，
 
 

14   



17）秋田谷英次：雪崩の対策‥255－260（石井清一，菅原 誠，武藤芳凰 スキーの医学，南江堂，東京）（1995）  

18）吉田静夫：植物の寒冷適応機構．，農業および園芸，70：565－571（1995）  

19）荒川政彦：氷の衝突過程．，日本惑星科学会誌，4：26－32（1995）  

20）福田正己，佐藤利幸：気候変動がシベリア永久凍土に与える影響，学術月報，48：471－478（1995）  

21）M．Fukuda：PermafrostResponsestoglobalclimaticchangesinlongandshorttermsinhigharctic   

regions，PreprintofWadachiConferenceonGlobalChangeandthePolarClimate：85－88（1995）  

22）福田正己，長岡大輔，西条 潔，中村俊夫，Ⅴ．Ⅴ．Kunistky：東シベリア各地の永久凍土の有機質年代測定，   

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書．，ⅤⅠ，名古屋大学年代測定資料研究センター：178187（1995）  

著  書1）山村則男，早川洋一，藤島政博‥寄生から共生へ，（平凡社）（1995）  

（学術的 2）Y・HayakawaandA・Ohnishi＝チTlysisofcDNAclonescodingforgr？Wthblockingpeptide‥a？チSe？t   

biogenic peptide．inMolecular Mechanisms ofInsect Metamorphosis and Diapause．，5563（eds．A．  

Suzuki，H．Kataoka andS．Matsumoto：IndustrialPublishing＆ConsultingIncリTokyo）（1995）  

3）T．Ohgushi：Adaptivebehaviorproducesstabilityinherbivorousladybeetlepopulations．，303－319（eds．  

N．Cappuccino and P．W．Price：Population Dynamics：New Approaches and Synthesis，Academic  

Press，SanDiego，USA）（1995）＊  

4）大串隆之：生物の複雑な相互作用を浮き彫りにする：実験的アプローチ，52－53（地球共生系：多様な生物の  

共存する仕組み，クパフ0ロ，東京）（1995）  

5）佐藤利幸：草花と樹の冬“札幌の冬”170176（菊池勝広）（1995）  

6）白岩孝行：キナパル，3132（岩田イl夢二，小崎 軋小野有五：世界の山やま－アジア・アフリカ・オセアニ  

ア編，古今書院，東京）（1995）  

7）白岩孝行：中央チベット，63－64（岩田修二，′」、疇 尚，ノト野有五：世界の山やまアジア・アフリカ・オセ  

アニア編，古今書院，東京）（1995）  

8）古川義純：9．5雪と氷のモルフォロジー，226228（日本結晶成長学会「結晶成長ハンドブック編集委員会」，  

結晶成長ハンドブック，共立出版，東京）（1995）  

9）高橋喜平，古川義純，高橋雪人，稲 雄次，三晶隆司：128pp（講談社カルチャー70ックス103「雪花譜」，講  

談社）（1995）  

10）T．Uchida，T．Hondoh，S．MaeandJ．Kawabata：PhysicaldataofCO2hydrate．，45－61（eds．N．Handa  

andT・Ohsumi：Directoceandisposalofcarbondiode，TerraScientificPublishingCompany，Tokyo）   

（1995）  

11）福田正己：シベリアとアラスカの自然，モンゴロイドの地球，第2章，47¶90（東京大学出版会，216pp．）（1995）  

に価傾の  

ある翻訳  

を含む）  

報 告・  

資料等  

1）小川利紘，松枝秀和，近藤 豊，田中 浩，河村公隆：地球大気化学国際シンポジウム報告，天気 42：429－  

435（1995）  

2）S．Taguchi，S．Demers，L．Fortier，M．Fortier，Y．Fujiyoshi，H，Hattori，H．Kasai，M．Kishino，S．Kudoh，  

LLegendre，F．McGiness，C．Michel，T．Ngando，B．Robineau，H．Saito，Y．Suzuki，M．Takahashi，J：C．   

Therriault，M・Aota，M．Ikeda，M．Ishikawa，T．TakatsukaandK．Shirasawa：Biologicaldatareport   

fortheSaromakositeoftheSARES（Saroma－ResoluteStudies）Project，February－March，1992リLow  

TemperatureScience，Ser，A，53．Data Report：67－163（1995）  

3）K．Shirasawa，Y．Kodama，S．Takahashi，M．Ikeda，M．Ishikawa，T．Takatsuka，T．Takizawa，A．   

Polomoshnov，P・Truskov，Ⅴ．AstafievandM．Aota：Meteorologicaldatareportfortheseaicestudies   

OfftheOkhotskSeacoastofSakhalin，1992－1994．，LowTemperatureScience，Ser．A，53．DataReport，   

165－256（1995）  

4）石川正雄，高塚 徹，池田光雄，白澤邦男，青田昌秋：レーダー観測による北海道オホーツク海岸沖の流氷  

分布【1994年1月～5月－．，低温科学，物理篇，資料集，53：257－282（1995）  

5）N・Solomonov，B・IvanovandM・J・Toda＝ProceedingsoftheSymposiumonJointPermafrostStudy  

betweenJapanandRussiain1992－1994，Yakutsk，98pp．（1995）  

6）黒田克史，藤川清三，大谷 詩：樹木の木材放射菓細胞の低温挙軌 日本木材学会北海道支部講演集，27：  

5ト54（1995）  

7）佐野雄三，藤川清三：Cryo－SEMによる樹木細胞の水の観察法について，日本木材学会北海道支部講演集，  

27：4750（1995）  

8）長谷美達雄，石川信敬，大畑哲夫：融雪係数に関する談話会報告，雪氷57（3）：29ト303（1995）  

9）中林宏典，石川信敬，兄玉裕二：融雪期における林内放射収支量の推定．特定研究「寒冷積雪地域の水循環   

が大気・積雪環境に及ぼす影響の研究」成果報告書，19－28（1995）  

10）谷口健志郎，石井吉之，石川信敬，小林大二：母子里小流域における夏期の蒸発散に関する研究．特定研究   

「寒冷積雪地域の水循環が大気・積雪環境に及ぼす影響の研究」成果報告書，257－267（1995）  

11）石川信敬，中谷千春，見玉裕二，小林大二：山地流域における融雪量の熟収支的算出法について．特定研究  
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「寒冷積雪地域の水循環が大気・水質環境に及ぼす影響に関する研究」成果報告書，5972（1995）  

12）竹内由香里・兄玉裕二，石川信敬‥草地と水面の蒸発散量の比較．特定研究「寒冷積雪地域の水循環が大気・   

水質環境に及ぼす影響に関する研究」成果報告書，4558（1995）  

13）K・Shimada，H・WatabeandN・N・Vinocurov‥Wingmorphology mutantsisolatedfrom aneast   

SiberianpopulationofChymomyzacostata．，Dros，Inf．Serv．，76＝81（1995）  

14）佐藤利幸：スケーリング解析による北海道3地域からのシタ植物の多様性．平成46年度北海道大学特定研究   

報告書（編集：小林大二・児玉裕二）（1995）  

15）T・Sato，S・K・YapandA・Furukawa＝SpatialdistributionandbiodiversityonMalaysianferns   

COnCerningtoscalingfromleaf－Shapetocoexistence．1994年度地球環境研究要旨集（マレーシア森林研究  

所一国立環境研究所）64－71つくば（1995）  

16）佐藤利幸，神田房行：ベカンベウシ湿原周辺のシダ植物相のスケーリング解析．平成6年度科学技術庁委託   

調査研究報告，北海道林業技術センター，106114札幌（1995）  

17）YIFurukawa：Formationofpatternsingrowthofnaturalsnowcrystals．，Symmetry‥Cultureand  

Science，6：226－229（1995）  

18）古川義絶＝樹枝状結晶の成長過程のその場観察による結晶の形態形成に対する微小重力の効果，平成6年度   

宇宙基地利用基礎実験費研究成果報告書，宇宙科学研究所，221－224（1995）  

19）古川義絶，塚本勝男，清水健司：短時間微小重力環境を利用した氷の樹枝状成長のその場観察，Proc．12th   

ISAS SpaceUtili．Sympリ257L260（1995）  

20）秋田谷英次，福澤卓也，尾関俊浩，川島由載，坂井亜規子：札幌の平地積雪断面測定資料平成5年～6年  

冬期，低温科学，資料集，53：1rlO（1995）  

21）石井吉之，石川信敬，成田英器，秋田谷英次，小林俊一，和泉 薫，石坂雅昭，対馬勝年，鈴木 哲，早川   

典生，楽 鵬飛，孫 吉，張 森，李 君：中国黒龍江省嘉茹・羅北の気象観測資料（その2），低温科学，物  

理篇，53：5165（1995）  

22）秋田谷英次，西村浩一，尾関俊浩，川島由載，坂井亜規子，天見正和，鎌田 慈，福山 亨：札幌の平地積   

雪断面測定資料一平成6年～7年冬期－，低温科学，資料集，54：19（1995）  

23）曽根敏雄，下川和夫，高橋伸幸：パイネ，岩乱 小暗，小野編集「世界の山やま」地理10月増刊号，通巻478   

：115116（1995）  

24）K．Shirasawa，M．Ikeda，M．Ishikawa，S．Mochiduki，T．Takatsuka，M．Aoat and Y．Fukiyoshi：  

MeteorologicalobservationdatareportforaSaromakoLagoon，Hokkaido，January1993－November   

1995．低温科学，物理篇，資料集，54：19－80（1995）  

25）石川正雄，高塚 徹，池田光雄，白澤邦男，青田昌秋：レーダー観測による北海道オホーツク海岸沖の流氷   

分布－1995年1月～4月－．低温科学，物理篇，資料集，54：81－104（1995）  

26）K．Shirasawa，T．TakatsukaandM．Aota：UnderIceTurbulentFluxMeasurementaintheNortheast  

Water Polynya：Preliminary Resultsfrom Summer1993Fieldwork．Proceeding ofTheInternational  

ArcticScienceSymposium，BlO8－Blll（1995）  

27）T．Kitawaki，H．Yokoyama，J．Kohki，M．Watanabe，M．Ikeda，M．Aota，Y．KozukaandY．Futaesaku   

：CharacterizationofIceAlgaeinSaroma－koIceII．オホーツク海と流氷に関する国際シンポジウム，10：  

36－39（1995）  

28）Y．Futaesaku，T．Kitawaki，］．Kohki，H．Yokoyama，M．Watanabe，M．Ikeda，M．AotaandY．Kozuka   

：ComparisonontheSeasonalVerticalVariationsofMarinDiatominMombrtsuandOkinawa．オホー  

ツク海と流氷に関する国際シンポジウム，10：4047（1995）  

29）望月童人，青EEl呂秋，高塚 徹，P．A．Truskov：アルゴスブイによるオホーツク海流氷の漂流観測．オホ  

ーツク海と流氷に関する国際シンポジウム，10：192196（1995）  

学術講演（1）学会特別講演  

（招請講1）K・Kawamura，A・Yanase，L・A・Barrie＝LongchaindicarboxylicacidsinthearcticaerosoIs；atmO一  

演のみ） 
tOfsoildustsovertheArctic■，AmericanGeophysicalUnionFallMeeting，San  

2）藤川清三：植物の低温（凍結）適応機構．，低温生物工学会セミナー，札幌（1995）  

3）古川義純：氷結晶のパターン形成と界面構造‥ 形の科学会，和光（1995）  

4）古川義純：雪と氷の世界一結晶は語る－．，応用物理学会，金沢（1995）  

5）福田正巳：シベリア永久凍土地域の自然環境【地球環境変動との関連‥ 北海道二Ⅰ二葉試験所研究発表会，  

（1995）  

6）M．Fukuda：PermafrostResponsestoglobalclimaticchangesinlongandshort termsinhigharctic  

regions．，PreprintofWadachiConferenceonGlobalChangeandthePolarClimate，筑波（1995）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）K．Shirasawa，T．TakatsukaandM．Aota：UndericeturbulentfluxmeasurementsintheNortheast  
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WaterPolynya：Preliminaryresultsfromsummer1993fieldwork．，Proc．InternationalArcticScience   

Symposium，Tsukuba，Japan，Jan．12－13，1995，BlO8LBlll（1995）  

2）K．Shirasawa：SummaryoftheWorkshoponTheOkhotskSea，SeaIceanditsBiologicalRole，and   

the Okhotsk MarginalIce Zone Experiment（OMIZEX）．，The TenthInternationalSymposium on   

Okhotsk Sea，SeaIce＆Peoples，Mombetsu，Japan（1995）  

3）K．Shirasawa：Interannualvariabilityinatmosphericandsea－iceconditionsofSaromaKoLagoon，   

Hokkaido，Japan．，ClimateChangeandWatersinthe BorealZone，Kuhmo，Finland（1995）  

4）Y，Furukawa：Patternformationingrowthofsnowandicecrystals．，JRDCForumforMultiDiscipli－   

naryResearches－TheScienceofFormandTextureFormation－，Nasu（1995）  

5）S．Yoshida：CharacterizationofvacuolarH＋LATPasefromplantssensitiveandtoleranttocoldwith   

respecttothestabilityagalnStMgATP－dependentcoldinactivationinvitro．，TheThirdSymposium   

ofPlantBiomembraneInvestigators，“FunctionalOrganizationsonBiomembranes”，Osaka（1995）  

6）K．Horiguchi：Drivingforceofmassfluxduringthegrowthofanicelens，，Euromechco1loquium333，   

Montecatini，Italy（1995）  
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（平成7年度）  

職 名  氏  名  貴  名  授 与 団 体   受 賞 論 文 等 名   受賞年月日   

教 授  竹 内 謙介  堀内基金奨励賞  日 本 気 象 学 会  西太平洋大気海洋相互作用（TOGA  

COARE）研究計画を中心とした熱帯  

大気海洋結合気の研究   

（平成7年度）  

文部省科学研究費補助金  
（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  決定件数  交付決定金額   

代  表   0   0   0  特  別  推  進  研  究  
分  担   0   0   

代   車 3   0   0  重  点  領  域  研  究     ＿  
分  担   0   0  

給  合  研  
代  表   2   

究  
0   0  

仏）  

分  担   9   6  

総  合  研  
代  表   4   

究  
0   0  

（B）  

分  担   1  

般  研  
代  表   －10，400  

究  仏）  

分  担   0   0  

般  研  
代  表   15   9   32，200  

究  （B）  

分  担   1  

般  研  究  
代  表   15   6   8，000  

忙）  

分  担   0   

奨  励  研  究  ㈱  4   4   3，800   

奨  励  研  （B）  3   210   

特  別  研  究  員  奨  励  費  0   0   0   

試  験  研  究  
代  表   0   0   0  

（郎  

分  担   0   0   

試  験  研  
代  表   4   

究  
3，100  

（B）  

分  担   0   0  

代  表   6   国  際  学  術  研  究          ロ  3，800  
分  担   0  

学 術 定 期 刊 行 物  0   0   0  

研究成果公開  0   0   0  

促  進  費  0   0   0  

研究成果公開 発表  0   0   0   

代  表   0   0   0  創 成 的 基 礎 研 究 費  
分  担   0   0  

合  計  
代  表   57   23   61，510  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表者として応募した教官実数 お 人  

◎ 採択された教官実数 代表 銅＋人  
分担 7 人  

注 1 応募件数は、平成7年度中に本学から応募した件数である。  

2 決定件数及び交付決定額は、平成8年3月31日現在のものである。   
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一般研究A  （単位：千円）  

研究代表者  
研  究  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

教 授  本堂 武夫  極地氷床コアの物性と古環境シグナル   10，400  9，600  

合  計  1 件   10，400  9，600  

研究代表者  
研  究  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

助手  

分別過程の研究  

教授   2，100  2，000   

助教授  石川 信敬  酸性雪の堆雪・蒸発・融雪・流出過程における酸性度変化の研究  2，400  1，200   

教 授  若土 正暁  南極ポリニアの形成機構の研究   2，300  

教 授  香内  晃  水星間塵上での表面化学反応機構   6，300  1，500   

教授  700  

ツンドラとの対比を中心として－  

助手  1，100  

機構の解明  

1，200  

化のための実験  

教授   800  600  

よび水天体衝突の研究   

合  計  9 件   32，200  11，300  5，900   

研究代表者  
研  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約顔   

職 名  氏   名  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

助教授  大串 隆之  食菓性昆虫の集団生物学と種間相互作用   800   

教 授  秋田谷英次  豪雪災害の発生動態と被害予測に関する研究   1，200   

助教授  遠藤 辰雄  降雪粒子の形成過程を考慮した酸性雪の形成機構の研究   1，300   900  

教 授  竹内 謙介  熱帯太平洋における水温躍層の維持に関する研究   1，500   

講 師  成田 英器  氷床浅屑部から採取された雪コアの年代決定に関する実験的研究  1，500   800  

助 手  石崎 武志  凍上中のメカンハイドレイドの生成・解離に関する実験的研究   1，700   500   

合  計  6 件   8，000  2，200  

研究代表者  
研  究  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

助 手  荒川 政彦  惑星衝突による衝撃波と破壊の発生・伝播に関する実験的研究   900  

助 手  深町  康  氷縁域におけるメソスケール渦の研究   1，000   

助手  

る機能特性に関する研究  

助手   900  

生体防御機構－   

合  計  4 件   3，800  

奨励研究（B）  

研究代表者  
研  究  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

技 官  中坪 俊一  雪・氷の切断加工方法とその確立   210  

合  計  1 件   210  

試験研究（B）  

研究代表者  
研  究  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

教 授  芦均 正明  細菌細胞壁構成成分の微量検出・定量試薬の開発   3，100  2，500  

合  計  1 件   3，100  2，500  

国際学術研究  

研究代表者  
研  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  

平成7年度  平成8年度  平成9年度   

教 授  福田 正己  地球規模の気候変動が北東シベリア永久凍土地域の凍土圏・生物  3，800  3，800  

圏に与える影響の研究   

合  計  1 件   3，800  3，800  
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平成7年度文部省科学研究費補助金以外の各省庁等からの研究費  
（単位：千円）  

職 名  氏   名  各省庁名  研究費の名称   研  究  課  題   金 額   

教 授  香内  晃  宇宙科学  410   
研究所   

助 手  荒川 政彦  宇宙不斗学  410   
研究所   

助手  

研  究  費  究  

助教授   471  
派遣研究員  

国際研究集会   
派遣研究 員  クール   

助教授  古川 義純  riて道子科学  サニ宿基地利用  樹枝状結晶の成長過程のその場観察による結晶の形態形成  2．000  
研 究 所  基礎実験費  に対する微小重力の効果   

合  計  5  件  5，531   

研究助成団体等から研究助成金  
（単位：千円）  

職 名  氏   名  財団名  研究助成金の名称   研  課  題   金 額   

助教授  石‖l信敬  （糊口本生命  1，650   
財団  

㈱鉄道総合  200   
技術研究所  

㈲住友財団   1，200   

合  計  3  件  3，050   

（平成7年度）  

受託研究   
（単位ニ丁円）  

受入数官名等  委   託  先   研  課  願   金 額   

教 授 芦田 正明  農林水産省蚕糸昆虫農  
業技術研究所   

助 手 佐藤 利幸  環境庁国正環境研究所  熱帯林構成樺の成長様式に関する研究   750   

合  計   2  什  2，840   

奨学寄附金・民間等との共同研究  
（単位：千円）  

奨  学  寄  附  金  民 間 等 と の 共 同 研 究   

件  数   金  額   件  数   金  額   

19   8，620   897  
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在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成8年4月1日現在  

専  攻   1 年   2 年   計   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   10   14   24   

生態環境科学専攻   7   4   

大気海洋圏環境科学専攻   6   8   14   

計   23   26   49   

大学院博士後期  
課程学生  専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   0   0   3   3   

植物学専攻   0   0   

計   0   0   4   4   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   5   6   6   17   

生態環境科学専攻   3   7   3   13   

大気海洋圏環境科学専攻   3   0   0   3   

計   13   9   33   

研 究 生  
所 属 部 門   人  数   

寒冷海洋圏科学   0   

寒冷陸域科学   

低温基礎科学   

寒冷圏総合科学   

計   4   

研究テーマ寒冷海洋圏科学部門  
菊地 隆 高緯度沿岸域に於ける高塩分水の外洋への流出機構の力学的研究（理学研究科 博士3年）  

本田 明治 オホーツク海とその周辺域における大気一海氷相互作用の研究（理学研究科 博士3年）  

牛山 朋来 西部熱帯太平洋域のメソスケール擾乱と大規模場の関係 （地球環境科学研究科 博士3年）  

野中 正見 太平洋熱帯大気の海洋循環 （地球環境科学研究科 博士3年）  

乾 朋子 海洋大循環モデルをもちいたsubduction過程の研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

鈴木 立郎 西部赤道太平洋の海洋上層の変動 （地球環境科学研究科 博士1年）  

細田 磁樹 海洋大循環モデルの開発 （地球環境科学研究科 博士1年）  

豊田 威信 オホーツク海の海氷物理過程の研究 （地球環境研究科 博士1年）  

高坂 泉 アリューシャン低気圧とアイスランド低気圧の季節進行の相違（地球環境科学研究科 修士2年）  

青木 一真  

岩本 勉之  

中島 幸徳  

木村 詞明  

清水 大輔  

伊東 素代  

エアロゾルの光学的特性の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

対流雲の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

南極発散域の海洋構造の実態把握 （地球環境科学研究科 修士2年）  

オホーツク海の海氷変動機構の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

オホーツク海の海洋循環に関する数値的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

オホーツク海における水塊形成過程の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

久保田晃弘 寒冷圏における気候変動 （地球環境科学研究科 修士2年）  

橋爪 寛 寒冷軌こおける大気海洋相互作用 （地球環境科学研究科 修士2年）  

今井 美江 北極エアロゾル中の低分子ジカルポン酸類の挙動：日変化と粒径分布（PolarSumiseExperiment  

1992）（地球環境科学研究科 修士2年）  

小野 修史 季節海水域における大気一海洋相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

二橋 創平 北太平洋中層水形成におけるオホーツク海の役割（地球環境科学研究科 修士1年）  

高山 智美 エアロゾルの気候における役割 （地球環境科学研究科 修士1年）  

斉藤 拓也 大気中の非メタン炭化水素の測定（地球環境科学研究科 修士1年）  

池原 実 第四紀後期の南大洋における海洋環境変動 （特別研究学生）  
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寒冷陸域科学部門  
竹谷 敏 高圧下におけるクラスレート水和物の生成過程に関する研究（地球環境科学研究科 博士2年）  

宮本  浮 氷床コアの力学特性に関する研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

八久保晶弘 表面霜の形成と雪崩の発生機構 （地球環境科学研究科 博士2年）  

堀川信一郎クラスレート水和物の分子動力学シミュレーション （地球環境科学研究科 博士1年）  

天見 正和 氷河の変動機構に関する数値実験 （地球環境科学研究科 博士1年）  

鎌田  慈 着雪氷の研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

田行 一成 Ⅹ線による氷床コアの内部構造に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

松元  

古俣  

須沢  

根本  

伊藤  

松岡  

峰
子
一
樹
一
一
倍
一
子
彦
文
哉
徳
浩
一
 
 

高
裕
啓
征
陽
健
 
 
貴
通
公
軌
拓
芳
俊
祥
 
 

高山地帯の水循環 （地球環境科学研究科 修士2年）  

接地境界層における乱流特性の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

積雪の短波長放射特性の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

吹雪と風との相互作用に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

模擬物質雪崩の流動機構 （地球環境科学研究科 修士2年）  

アイスレーダを用いた氷河・氷床の内部構造の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

氷河・雪渓の変動特性 （地球環境科学研究科 修士2年）  

つらら表面に形成される波模様に関する実験的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

氷床コアの内部介在物に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

氷の格子欠陥に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

寒冷多雪地域の水循環の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

積雪の層構造に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

氷河・氷床の変動機構 （地球環境科学研究科 修士1年）  

積雪の変態と構造変化に関する研究 （研究生）  

着雪・着氷に関する研究 （研究生）  

ロ
 
田
 
井
 
川
藤
原
 
塚
閑
部
 
 

山
松
藤
森
佐
海
飯
 
尾
 
阿
 
 

低温基礎科学部門  
ソタラト7，S．A．温度勾配下の雪の熟・水蒸気輸送 （地球環境科学研究科 博士3年）  

長島 和茂 一方向凝匝＝こより成長する氷結晶の研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

杉  紀夫 氷の衝突蒸発に関する実験的研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

杉浦幸之助 粒子跳躍に着目した動的吹雪モデルの研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

一戸 理樹 氷の斜め衝突の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

豊山 孝子 雪の庄密メカニズムの研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

氷の摩擦メカニズムの研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

水天体の物質科学的研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

彗星の起源と進化 （地球環境科学研究科 修士1年）  

凍結傷害における細胞膜および細胞壁の役割 （地球環境科学研究科 博士3年）  

藻類の耐凍性誘導機構 （地球環境科学研究科 博士3年）  

液胞膜H＋－ATPaseの低温特性に関する研究 （理学研究科 博士3年）  

ABAにより誘導合成される細胞膜蛋白質の構造と機能 （地球環境科学研究科 博士2年）  

昆虫外皮のフェノール酸化酵素前駆体活性化系に関する研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

寄生による血中発育阻害ペプチド上昇のメカニズム （地球環境科学研究科 博士2年）  

発育阻害ペプチドの作用機構 （地球環境科学研究科 博士2年）  

温帯性木本の耐凍性機構 （地球環境科学研究科 博士1年）  

液胞膜H＋－ATPaseの分子構造と機能 （地球環境科学研究科 博士1年）  

昆虫自殺タンパク質の精製及び作用機構 （地球環境科学研究科 修士2年）  

植物細胞の分泌蛋白質に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

植物の凍結傷害と細胞膜蛋白質 （地球環境科学研究科 修士1年）  

昆虫体液から外皮へのタンパク移送機構と外皮構築機構に関する研究（地球 環境科学研究科 修  

士1年）  

安留  

田辺  周
俊
麻
 
 
研
倫
 
 

井
井
尾
坪
他
藩
西
 
 

堀
村
長
母
小
佐
大
 
 野口 浩  
宇梶 徳  

河村 幸  

松本  

桑原 憤  

花崎  

朝野 維  

田中康次郎 ポリドゥナウイルス感染の分子機構 （地球環境科学研究科 修士1年）  

大平 万里 植物の核機青引こ関する研究 （研究生）  

堀井 晃夫 カイコ蛾卵におけるフェノール酸化酵素前駆体の性状と機能に関する研究 （大学院委託学生）  
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寒冷圏総合科学部門  
原田鉱一郎 永久凍土の形成環境に関する研究 （理学研究科 博士3年）  

長岡 大輔 シベリア永久凍土中のエドマ層の形成環境と形成時期の研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

杉田 明史 凍土の微細構造の研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

福井 晶子 ナナカマド果実をめぐる動物と植物の相互作用 （地球環境科学研究科 博士3年）  

金  ′撃三 凍上の発生機構と凍土の応用 （地球環境科学研究科 博士2年）  

村上 正志 森林群集における植物一昆虫一鳥の相互関係 （地球環境科学研究科 博士2年）  

丹羽 真一 亜寒帯植物の開花フユノロジーの適応性 （地球環境科学研究科 博士2年）   

倉
吉
 
 
頭
村
藤
 
 

森
小
陶
 
 
仙
杉
武
胡
 
 

淳子 構造土の形成環境と機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

純一 ジェネラリスト捕食者による植物の物理的構造の利用様式 （地球環境科学研究科 博士1年）  

俊一 土壌凍結がある地域からのメタンフラックスとそれを制御する要因の研究 （地球環境科学研究科  

修士2年）  

東シベリア地域の永久凍土の形成環境 （地球環境科学研究科 修士2年）  

浸透水による岩石風化一手宮洞窟を例として－ （地球環境科学研究科 修士2年）  

凍結過程にある土中の熟・物質移動に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

ニセヒメショウジョウバエ属及びその近縁群に関する系統分類学的研究（地球環境科学研究科 修  

幸
子
 
子
光
 
 

量
 
朋
由
 
曜
 
 
士2年）  

西村  絵 海藻と海藻上の動物との相互関係 （地球環境科学研究科 修士2年）  

松下剛太郎 ゴール性ハバナのpreferenceとperformanceとの関係 （地球環境科学研究科 修士2年）  

塚本 康貴 凍土中の水分拡散に関する実験的研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

田辺 慎一 森林の三次元構造とショウジョウバエ群集の多様性 （地球環境科学研究科 修士1年）  

加賀田秀樹 ヤナギと潜菓性昆虫の相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

原  拓史 落葉樹と鱗廼目その天敵の相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

田中 一裕 節足動物の寒冷地適応 （研究生）  

平成8年4月1日現在  

日本学術特別研究員  

振興会石原道博多化性植物食昆虫の生活史形質に見られる表現型可塑性を進化させた自然選択過程の解明  

平成8年4月1日現在  

私  学  
研修員高橋伸幸（北海学園大学助教授）日本の高山帯における周水河現象とその環境  
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出 版物（平成7年度に本研究所が出版したもの）  

低温科学 物理篇資料集 54輯，104頁．  

平成8年4月1日現在  
図  書1．蔵 書 数  

図  書  雑  

仝所蔵冊数  和  書  洋   書  全所蔵種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

27，127冊  8，217冊  18，910冊  1，244種   609種   635桂   

2．年間受入数  
図  書  雑  

総受入冊数  和  書  洋  書  総受入種類数  和 雄 誌  洋 雑 誌   

771冊   314冊   457冊   622種   296椎   326稀   

3．年間貸出状況  
区  

貸 出 者 数  貸 出 冊 数  
計  

分  
計  
所 内  所 外   

職  員  179人   32人  211人  484柵  65冊  549冊   

院生・その他  204   90   294   377   124   501   

計   383   122   505   861   189  1，050   

2 建物  

札 幌 研究棟  2，892m2  

／／  1，065m2  

低温棟  2，342mz  

車庫他  439m2  

紋 別 研究棟  449m2  

／／  183m2  

宿泊棟  338m2  

艇 庫  70m2  

車庫他  132m2  

1 土地  

札幌 33，750m2  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

797m2（公務員宿舎敷地）  

合計 38，154m2  
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問寒別 雪崩観測室  

苫小牧 凍上観測室  

母子里 融雪観測室  

／／  

渓流観測室  

計  

合計  

125m2  

81m2   

116m2   

9m2   

3m2  

8，244m2  

（8，476m2）（公務員宿舎を含む）   
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技術部は第1～第3機器開発室、電子測定機器室、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）  

の観測解析重から構成され、それぞれの専門の技術職月をもっている。そこでは研究支援のた  

め次のような重要な役割を担っている。①実験装置や計測・観測器材の設計および製作 ②各  

種の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装  

置を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。①氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった ②超高真空氷膜作  

成、評価装置：彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下－263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③電気伝導度測定装置（EMC）：南極ドーム氷  

床掘削現場で使用する氷コアの解析裳置。長さ2mの氷試料の伝導度が連続測定できる。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別港に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子測定機器量では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ド  

ップラー、ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に  

関する技術相談にも応じている。成果の一例として、①超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコ  

ンのインターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineer－  

ingWorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクへの書き込み、  

読みだしプログラムの開発 ④ドップラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとりくんでいる。   

技術部組織図  

先任技術専門職月  

技術官  

技術官  

技術官   

技術官   

技術官   

技術官  

機器開発技術主任  

所 長一技術部長一副技術部長  

（教官兼任）  （教官兼任）  

観測解析技術主任  

サロマ湖周辺での気象観測風景  機器開発室での作業風景  
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一般低温室 甘口ノ聖彗（｝書  

中 イ托 ～ノ止 室  
0℃、20℃  

準 イ月毎 室              0℃～2n℃  

前  苧  
0℃～一20℃  

大型低温室 n℃～30℃  

低温風洞室 票一よヱ（）至  

極低温室 左翫二…3妄  

精密低温室  

計  

22室（182m2）  

2室（61m2）  

2茎（94mz）  

3室（30m2）  

1室（86m2）  

2室（157m2）  

2室（18m2）  

2室（24m2）  

36室（652m2）  

1 機械類  

ユニット冷凍機  

（風洞系プライン用）  

（－28℃プライン用）  

（－48℃プライン用）  

（極低温室直冷用）  

2基  

2基  

2基  

冷 ）東  機  2基  

クーリングタワー  2基   

操作監視盤  2面   

自家用発電機 1基  

2 面 積  

低温機械室 287m2   

監  視  室 32m2   

自 家発電室 32m2  

計  351m2  

雪崩観測室   

雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続  

的に観測、実験するため北大天塩地方演習林内（問  

寒別）に設置されている。  

凍上観測室   

凍上現象を継続的に観測するため野外現場を設  

定し、併せて凍上防止対策を基礎的に研究するた  

め、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。  

融雪観測室   

融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構など  

を調査研究するため、北大雨竜地方演習林内（母  

子里）に設置されている。   
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1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回折装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．光ファイバー流速計  

8．低温風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

9．テンシロン万能試験機  

10．リアルタイム画像アナログ高速  

シス丁ム  

11．自記式流向流速計  

12．オートラブ誘導起電式塩分計  

13．シェリーレン法測定装置  

14．冷‡東顕微鏡  

15．プログラムフリーザー  

16．高分解能核磁気共鳴装置  

17．顕微鏡用薄片作成機  

18．高感度イオン分析システム  

19．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

20．水分検層自動計測システム  

21．高感度示差走査熱量計  

22．‡東上試験装置  

23．電気探査装置  

24．細胞膜超微流動測定装置  

25．レーザー低温顕微鏡  

26．光学顕微鏡用画像処理システム  

27．係留ゾンデシステム  

28．水文気象観測システム  

29．高速液体クロマトグラフ  

30．液体シンチレーションカウンター  

31．気象衛星受画装置  

32．ドップラーソーダーシステム  

33．ラジオゾンデ自動追跡装置  

34．高速三次元ト ップラーレーダー装置  

35．ゾンデ回収用受信装置  

36．大気境界層観測用レーダーシステム  

37．流氷観測用レーダー  

38．流氷レーダー信号処理装置  

39．レーダー映像記錦再生装置  

40．超音波波高計  

41．流氷領域気象海象観測システム  

42．超ノJ、型超音波風速温度計  

43．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  
44．気象海象データ光伝送システム  

45．CTD測定システム  

46．万能材料試験機（インストロン）  

47．高速度動作解析システム  

48．リモートセンシングシステム  

49．赤外線温度解析装置  

係留ゾンデシステム  

マッハツェンダー干渉装置  

50．低温顕微画像解析システム  

51．植物低温育成チャンバー  

52．フーリエ変換顕微赤外分光測定装置  

53．アミノ酸シークエンサー  

54．超遠心機  

55．多波長検出器付HPHL  

56．着氷力測定装置  

57．フーリエ変換赤外顕徽分光装置  

58．近赤外ビデオカメラ  

59．共焦点レーザー走奄顕微鏡システム  

60．自動Ⅹ線回折装置  

61．SMARTSystem／JL Peak  

モニターシステム  

62．CN分析システム  

63．生体成分解析システム  

64．イメージング解析システム  

65．レーザーイオン化質量分析計  

66．ガスタロマトグラス質量分析計  

67．長距離顕微鏡  
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温 機 械 室  
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氷河氷床   海洋動簡  
W  

会 議 室  
究第  雪   雪   大 気 海 洋  
米   氷  

力研  手＃  
C  室    ．   

雪  雪  同書事務室   
閲IE 垂   

墨歪   童7  雪  雪  海  海  董墓  雪  気  気  所長室   ≡・墓 室  雪  雪  葦歪    彗蓋  ≡’㌻二     警蓋  …蓋  重富  ぞ芸 主鰻   賀宴■・≡  重富  ぞ墓 主動     ぞ蒜 壷環  警蓋  

目り些    可  四   内      号   号      垂   蔓  17号室 16号室      四    四  15号室 ll骨董 13号室    円 号 室  号    号      室    量     川号   埠司  30   28骨董  柑号室   21号   一等 －・ご  号 垂   2，号室   
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